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１  開催の経緯  

  協働のまちづくり地域フォーラムは、「富里市協働のまちづくり条例」に基

づき策定した「富里市協働のまちづくり推進計画」において、協働に関する

情報の共有化を図り、協働のまちづくりを考える機会をつくるための事業と

して開催しました。  

開催にあたっては、市と協働で企画・運営していただける市民活動団体を

募ったところ、「協働つなぎ隊」の１団体から応募があり、昨年度に引き続き、

富里市と協働つなぎ隊の共催により開催しました。  

 

２  開催日時・会場  

   日  時：平成２５年２月１１日（祝）  １５ :００～18:00 

   場  所：中部ふれあいセンター  １階ホール  

 

３  テーマ・プログラム  

 テーマ  

「地域が抱える課題を踏まえ、市民として地域として何ができるか」  

プログラム  

○開催にあたり  

（１）開  会（座長から地域フォーラムの趣旨説明）  

（２）富里市における協働のまちづくりの推進について  

富里市  市民経済環境部  市民活動推進課長  

（３）主催団体の紹介  

市民活動団体「協働つなぎ隊」  

  

 ○地域フォーラム  

 （１）全体会（地域における課題を把握する⇒課題の共有）  

 （２）ワークショップ（参加者で話し合い考えてみる）  

 （３）２つのグループから発表  

 （４）課題の解決に向けた次のステップの提案  

 

○閉  会  
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４  参加者数  

区  分  参加者数  

参加者  ４１  

協働つなぎ隊・市職員  １５  

合  計  ５６  

 

５  協力団体  

    根木名学区連合会  

 

６  全体会（地域における課題を把握する⇒課題の共有）  

要  点  意見等の内容  

○道路に倒竹  

○個人情報保護  

道路に隣接する竹山から道路に竹が倒れている。竹を切り

たいが勝手に切る訳にもいかず、所有者を調べるにも個人

情報保護の関係から教えてもらえないので困っている。  

地域全体が困っているので柔軟な対応はできないものか。  

○道路整備  

○行政への要望  

小学校の通学路安全確保のためにボランティアをしている

が、通学路が大雨により水没する。市にお願いし、少しは

改善されたが、まだ年２回ほど水没する。子ども達のため

になんとか直してほしい。  

○ボランティアで  

竹林整備  

通学路上に倒木、道路の上を覆い被さっている樹木があっ

たが市が対応した。富里には貴重な緑がたくさんあるので

ボランティアを募って、竹林の整備などの活動できたら協

働になるのでいいと思う。企業でもやっている。  

○若年層に参加し

てもらえる方法

の検討  

あらゆる活動をしている人たちは年輩の方が多い。若い人

たちがこのような活動にどうしたら参加してくれるのか考

えていきたい。  

○ ゴ ミ 分 別 の   

周知・指導方法  

ゴミの問題で、不燃ゴミの中にいろいろ混じって捨てられ

ているので収集車がいつまでも回収せず残ってしまう。そ

のゴミは区長がクリーンセンターへ持って行った。回収し

なかった理由を書き残してほしい。参加者の中で住民に、

どのように周知・指導しているか。  
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要  点  意見等の内容  

○異世代間交流を  

希望  

自治会活動への参加者が減っている。役員を決めるのも大

変そうで、主体になっているのは仕事をリタイアされてい

る方ばかりががんばってくれている。若い人は仕事や子ど

もが小さいということもあって、一生懸命やっている人た

ちに迷惑をかけている気がしている。子ども会で何かしよ

うとしても子どもの人数が少ないため親の人手が足りな

い。そこで、子どもたちと母親世代の私たちと、私たちを

育ててくれた高齢の方でお茶会をして、異世代交流ができ

たらいいと思っている。  

○自治会内の路上  

駐車  

学区での問題は見当たらないが、自治会で路上駐車が多い。

路上対策委員を設置して見回りをしたところ、一時的に減

少するがしばらく経つとすぐに元に戻る。救急車両が入っ

て来られない問題が度々起きている。警察にも相談してい

るが、なかなか取り締まりはできないということで、地域

の人が対応していくしかない。  

○ 少 子 化 問 題 を  

考えるべき  

国では少子高齢化と言われるが、少子高齢化の高齢化ばか

りを悩んでいて、少子化のことをやっているか。高齢化ば

かりを問題視せずに少子化を考えるべきだと思う。  

○開催場所の選定  

方法  

なぜ中部ふれあいセンターでやるのか。場所を小学校の  

教室でやったら、参加者が増え、もっと意見が出てくるの

ではないか。  

○通学路整備  

○行政への要望  

最近散歩を始めたが、コンビニ付近の道路に雨が溜まり、

歩道がないところを小学生が通学している。降雨後に水溜

まりがあるため車道にはみ出て通学して非常に危険。  

前回のフォーラム（他学区）でも通学路の問題は出たと思

うが、行政との関係もあると思うが、次の段階を教えてほ

しい。  

次に行政に対してだが、問題のその場所には歩道の線もな

い。バス停留所はあるが乗り場さえない。  
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要  点  意見等の内容  

○コミュニティの  

必要性  

私自身は３．１１の地震で不安を感じた。家族がいても日

中１人で生活されている方も多くいると思うが、周り近所

とのコミュニティが必要と感じた。  

○汚水処理施設の  

維持管理等  

汚水処理施設があると思うが、老朽化が進んでいる。今後

の維持管理や故障した場合の対応に苦慮している。今後、

資金面の運用管理が問題。  

○ ボ ラ ン テ ィ ア  

活動の継続性  

学校から地区までの見守隊（スクールガード）をしている。

以前チカンがあり、他ボランティアも協力してもらってい

たが、時間が経過するにつれて協力してもらえない。親た

ちにも依頼したが、忙しいので協力してもらえない。どの

ように見守りを続けていったら良いか。  

 

＜全体会で出された課題を整理＞  

○道路・・・・倒竹・個人情報保護・通学路  

○環境・・・・ゴミ分別の周知・指導方法・自治会内路上駐車・汚水処理施設  

の維持管理  

○担い手・・・若年層の参加・スクールガード活動の継続性・異世代間交流  

○少子化     

○開催場所の選定方法     

○コミュニティの必要性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１グループ＞  

テーマ：道路整備・見守り隊（スクールガード）で気づいたこと  

 

＜第２グループ＞     

テーマ：ゴミ分別・路上駐車  

課題を整理して２つのテーマで  

グループワーク  
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全体会で地域の課題を出し合うみなさん  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 



- 7 - 

 

 

７  ワークショップ（参加者で話し合い考えてみる）  

 

＜第１グループ＞   テーマ：道路整備・見守り隊（スクールガード）で  

気づいたこと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・所有者がわかりづらく  

事前の承諾が得られない 

・地主の所在は法務局で  

把握できる  

スクールガードの

担い手不足  

・所有者が草刈をしてく

れない  

・民有地は手が出せない  

ＰＴＡの協力を

強く求めては？  
根木名小の通

学路は危ない

所が多い  

＜道路整備＞  

・個人ではなく地域で対応するしかないのでは（不在地主からの費用

負担など）。  

 ・グリーンボランティアを立ち上げてはどうか。  

 ・所有者に市が働きかけても対応しない場合は、地域で処分する旨を

取り次いでどうか。  

＜見守り隊＞  

 ・危険個所をスクールガードで対処できない場合は、教育委員会に   

依頼して解決を図る。  

 ・子どもに注意を呼びかける。  

 ・市と協力して地域で取り組まなければ。  

どうしようか？  
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＜第２グループ＞    テーマ：ゴミ分別・路上駐車  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴミ集積所に施錠  

・総会などで分別できてい

ない事例を取り上げる  

他地区では，自治会で路駐台数

を把握し、自治会で取締活動を

行った  

 

・ 収 集 さ れ な い ゴ ミ の  

対応は？  

・自治会の集まりが  

ある際に分別方法

を知らせる  

・自治会で周辺の月極め

駐車場を把握し路駐し

ている人へ伝える  

＜ごみの分別＞  

 ・総会などの集まりがある際にクイズを出題して、わかりやすく分別

方法を周知していく。  

 ・収集されなかったゴミの写真を撮り、集積所に写真を貼り出す。  

  ※中身を空けて収集されなかった理由を明確にする。  

＜路上駐車＞  

 ・警察に対応を依頼する。  

 ・他地区の取締活動はステップ１～５まで段階的に強化していき、  

最終的に警察に対応を依頼する  

◎対策を継続的に実施していく◎  

どうしようか？  
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８  課題の解決に向けた次なるステップの提案  

課題解決に向けたいろいろなアイディアが出たと思います。皆さまの共通し

た考えの中には、「まず、自分たちが参加してやらなければならない」という自

らの役割を認識されたと思います。それぞれが役割と責任を果たしていかなけ

れば「協働」が成り立たないということが実感できたと思います。  

協働のまちづくり条例のキーワードは『絆』です。一緒に力を合わせ、まち

づくりをしていきましょう。  

 

 

 

＜協働のまちづくり条例（前文）＞  

 明治２２年富里村が誕生して以来，先人のたゆまぬ努力により育まれた富里

が，更に心豊かで愛着のある市へと発展し，次代に引き継がれて行くことが，

富里市で共に暮らし，働き，学ぶ，私たち市民の願いです。  

 そのためには，まず，私たち市民が，自らまちづくりに参加することが必要

です。  

 この条例にこめられた思いを，市民と市が共有するところから協働のまちづ

くりは始まります。協働のまちづくりは，市民と市が互いに負担を求め合うも

のであってはなりません。  

 市民の自主性が尊重され，市民と市が互いを理解しながら目的を共有し，市

民相互及び市民と市の連携・協力をもって，協働によるまちづくりを推進しま

す。  

 そして，富里市で活動するすべてのものが，信頼と協力という「絆」を育み，

市民の地域活動への参加を容易にし，市民活動を広げ，自発的にまちづくりを

考え，更には市の施策に参画し，市と共にまちづくりを進めます。  

 富里市協働のまちづくり条例は，その環境を形付け，富里市で活動するもの

の権利や役割などを定める基本的なルールです。  
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８  アンケート集計結果  

 

資料配布数  アンケート回収  回収率  

４１  ３５  ８５ .４% 

 

 

Ｑ１）  性別  

男性  女性  合計  

２６  ９  ３５  

 

Ｑ２）  年齢  

10 代  20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 以上  未記入  合計  

０  ０  １  ２  ５  １７  ８  ２  ３５  

 

Ｑ３）  ご職業  

自営業  農  業  
お勤め  
（ﾌﾙﾀｲﾑ） 

お勤め  
（ﾊﾟｰﾄ）  

学  生  専業主婦  

１  ３  ７  ３  ０  ７  

家業従事  無  職  その他  未記入  合  計   

０  １２  １  １  ３５   

 

Ｑ４）  お住まいの地区  

久  能  大  和  根木名  その他  

０  １３  １４  ８  

※その他内訳  （七栄小学区２・第一学区３・南小学区３）  

 

Ｑ５）  本日の地域フォーラム開催の趣旨について  

理解できた  少し理解できた  よく理解できなかった 未記入  

１７  １３  ２  ３  
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Ｑ６）  富里市における協働のまちづくりの推進について  

理解できた  少し理解できた  よく理解できなかった 未記入  

１５  １５  １  ４  

 

Ｑ７）  地域が抱えるまちづくりの課題を述べる全体会（フリートーキング）  

について  

賛同できた  賛同できなかった  どちらでもない  未記入  

２０  ２  ６  ７  

〔理由〕  

【賛同できた】   

○問題点の枠が大きすぎて、もう少し絞った方が良いと思う。（６0 代男性） 

○社会的通念が変化してきているので、それにスピードを合わせて進め

ていく必要がある。（７０代以上男性）  

〇良いと思います。（６０代男性）  

〇様々な経験を持つ「つなぎ隊」のみなさまの誘導で色々な意見が出た

と思います。（４０代男性）  

〇路上駐車は警察の力を借りるとダメである。常駐が多い。（男性）  

〇大変意見が多く出た。生活問題が多かった。（６０代男性）  

〇最初は何かわからなかったが、良くわかりました。（５０代女性）  

〇今後の課題も山積みですが、できることがあれば少しでも力になれれ

ばと思います。（６０代女性）  

 【賛同できなかった】  

○趣旨の周知が短くいきなり感があったのでは。（５0 代以上男性）  

〇結論が出ない。（７０代以上男性）  

【どちらでもない】  

○各自治会内部については、協働つなぎ隊では解決できない。（６0 代男性） 

〇協働のまちづくりを進めるための条例を作ったことは理解できるが、

どんな問題があるという部分はどうなのか。（６０代男性）  
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Ｑ８）  どうすれば解決できるか、参加者で話し合い、考えてみるワーク    

ショップについて  

賛同できた  賛同できなかった  どちらでもない  未記入  

１６  ２  ４  １３  

〔理由〕  

【賛同できた】  

○なかなか結論が出なかったが、皆さんの困っている要因がわかっただ

けでも良かったと思う。（６０代男性）  

○共通な問題を持っていて、その解決には協力が必要。（７０代以上男性） 

〇行政との情報交換が必要と思いましたが、行政頼みの考えも散見され

ました。（４０代男性）  

〇様々な意見が出て、とても参考になった。（６０代女性）  

〇根木名小学校生徒全員に防犯ベルを配っております。今後も続けてい

きます。（６０代女性）  

 【賛同できなかった】  

   ○司会進行の意見の押し付けやつなぎ隊の方々の意見が多くあまり賛同

できなかった。（５0 代男性）  

   ○世帯数の違いで中身が合わない。（男性）  

【未記入】  

○理解できたが難しい。（６0 代男性）  

 

Ｑ９）  地域の課題を解決するための地域活動への取り組みに参加することに  

ついて  

参加したい  参加したくない  現時点ではわからない 未記入  

１４  １  ８  １２  

〔理由〕  

【参加したい】  

 ○子どもたちのためにも住みよい町にするよう努力したい。（３０代女性） 

  〇行政任せでなく「新しい公共」の考え方で地域の人間が活動・行動す

べきである。（７０代以上男性）  

  〇行政だけでなく共助により市民の交流と発展を促すため。  

（６０代男性）  
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  〇一社会人としての責務を考えるため。（４０代男性）  

  〇共助の精神を実行するには協力が必要。（７０代以上男性）  

  〇根木名学区連合会の役員として取り組みを継続します。（５０代男性） 

【未記入】  

   ○時間が取れることができた時は参加します。（７０代以上男性）  

 

Ｑ１０）  今後の地域フォーラムの開催について  

（１）同様の地域フォーラムを継続的に開催したほうがいい  

そう思う  そう思わない  未記入  

１５  ２  １８  

 

（２）具体的な解決方法を考える地域フォーラムを開催したほうがいい  

そう思う  そう思わない  未記入  

１７  １  １７  

 

（３）複数の市民活動団体が主催した地域フォーラムを開催したほうがいい  

そう思う  そう思わない  未記入  

１４  ４  １７  

 

（４）行政と一緒に話し合う市民参加の地域フォーラムを開催したほうがいい  

そう思う  そう思わない  未記入  

２０  ２  １３  

 

〔提案〕  

○回覧等で回しても自主的に参加する人は１人もいない。すべてその時の

役員が出なければならない。それで良いのでしょうか。（５０代女性）  

〇市民に協働のまちづくりを良く理解してもらうため、各地域でフォーラ

ムを行い、次にステップアップしていくのが良い。（60 代男性）  

〇広範囲な地域は自治会等の組織ごとにやるとか、方法を考えて回数を増

やす。（70 代以上男性）  

〇市として協働のまちづくりを提唱し推進するのであれば、市長の参加が

あってしかるべきと思います。（50 代男性）  
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Ｑ１１）  その他ご意見があれば、下記へご記入ください。  

 ○結果的には困った個人・自治会等でできることは一部で、行政等にお

願いすることが多いのでなかなか難しいのでは。（50 代女性）  

 〇すべて行政が行うことの内容であった。（60 代男性）  

 〇若い人が参加できるような工夫が何かできないか。（７０代以上男性） 

 〇独居の人が増えているが、安心 [健康上]をどう確保するか[個人情報の

保護に関して]（７０代以上男性）  

〇時間がある人がフォーラムに参加して地域に帰って若い人たちに話し

て意見をもらい、それが取り上げてもらえるようになれば関心を持っ

ていくようになると思う。（６０代男性）  

〇中高生を巻き込む仕掛けが必要。（４０代男性）  

〇全体会で意見集約をもう少し多く集めるための方策 [意見を出しやす

くする]を考える必要があると思う。（５０代男性）  

〇地域ぐるみの協働は是非必要である。（７０代以上男性）  

〇話し合いをして最後に「各地区で検討してください」的な終わり方で

は何のためになるのか。やはり市に出てきてもらわないと意味がない

ように思います。（５０代男性）  

〇初めて参加させてもらったが必要と思われるし私も協力していきたい

と思う。（７０代男性）  
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